
 

 

 

  

 

さあ、まとめの３学期 
新年明けましておめでとうございます。今年が希望に 

満ちた笑顔あふれる一年でありますようお祈り申し上げます。 

１月１０日(火)、穏やかな晴天に恵まれ３学期の始業式を 

行いました。１７日間の冬休みを健康に過ごし、全校生徒６名が揃いました。こ

の冬休みを計画通りに過ごせた人はこの調子で、また、ちょっと思った通りでは

なかったなと感じる人は、計画を練り直し、今日からの過ごし方を工夫してみま

しょう。 

３学期は１年間の総まとめの時期です。今学期の登校日数は３年生は４５日間、２年生は５２日間で

す。きっと瞬く間に過ぎていくことと思います。 

３年生は高校受験が近づいてきました。２年生は修学旅行や都道府県大会と大きな行事が控えていま

す。これまでと同じように一日一日を全力で、日々の授業に真剣に取り組みましょう。自分自身を大切

にし友だちに優しく、家族や地域の方々に感謝しながら豊かな心で過ごしましょう。 

自分の夢や希望に向って、一生懸命考えること、周囲の人々とたくさん話すことを心がけ、笑顔いっ

ぱいで年度末を迎えましょう。 

今学期も私たち教職員は生徒の皆さんがやってみたいことやチャレンジすることを全力で応援しま

す。私たちの楽しい学校を全校生徒と教職員が協力し合って実現していきましょう。新しいことや楽し

いことにもどんどんチャレンジししていきましょう。 

保護者や地域の皆様、本年もどうぞよろしくお願いします。 

 

ちょっと 元気になる言葉 

 やりたいと思う自分の気持ちが大切だ。         必死に生きてこそ、その人生は光る。 

 結果や人にほめられることを期待してはいけない    鳴かぬなら 殺してしまえ ほととぎす 

 <ベートーヴェン ドイツの作曲家>          <織田 信長 現在の愛知県出身の武将> 

 

 

 鳴かぬなら 鳴かしてみせよう ほととぎす<豊臣 秀吉> 

 鳴かぬなら 鳴くまで待とう ほととぎす<徳川 家康>        

 鳴かぬなら それもまたよし ほととぎす<松下 幸之助 

 

一生というものは、美しさをつくるためのものだ、自分の。そう信じている。<司馬 遼太郎 作家> 
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